
　

2017/12/29 2018/1/31 2018/2/9
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 22,764.94 23,098.29 21,382.62 24,129.34 2018/1/23 14,864.01 2016/6/24
NYダウ ﾄﾞﾙ 24,719.22 26,149.39 24,190.90 26,616.71 2018/1/26 15,370.33 2015/8/24
円/ﾄﾞﾙ 円 112.69 109.19 108.80 125.86 2015/6/5 99.02 2016/6/24

　　　　　　　　　　　過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成 　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週の日本株市場は、12日に発表された米国の2019年度予算教書を受けて財政赤字拡大懸念が高まる中、米国長期金利の

更なる上昇には注意を要するものの、①4月に任期切れとなる黒田日銀総裁の続投がほぼ確実となったことを受けて日銀の金

融政策見直しに対する警戒感が後退したこと、②先週、リスク回避の動きが強まった割には円高ドル安の進行が限定的であっ

たこと、③金融市場の動揺が短期間に留まる限りファンダメンタルズへの影響は小さいとみている中、バリュエーション面で

割安感がでてきたこと、④テクニカル面で日経平均、TOPIXともサポートラインとなる200日移動平均近傍で下げ止まった

こと、⑤米国株市場が先週末9日引けにかけて反発に転じた後、週明け12日も大幅上昇するなど徐々に落ち着いてきたこと、

⑥恐怖指数と呼ばれるVIX指数（ボラティリティ指数）は依然25台の高水準にあるものの、6日に一時50.3まで急上昇した

水準から半分程度まで低下してきたことなどから、日経平均22,000円台まで反発する展開を予想します。 

その他の注目材料として、日米とも終盤を迎える主要企業の決算発表に加え、日本では14日のGDPや15日の機械受注、米

国では14日のCPIや小売売上高、また足元の株価下落が企業や個人のセンチメントにどのような影響を与えているかを確認

する指標として、15日のニューヨーク連銀製造業景気指数やフィラデルフィア連銀製造業景況指数、16日のミシガン大学消

費者信頼感指数が挙げられます。 

～ 米国株市場が徐々に落ち着く中、日経平均22,000円台まで反発する展開 ～ 

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するものではあ

りません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の

実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客

様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。 
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 週刊日本株レポート （8/8～8/12） 

＜日本株＞ ＜米国株＞ ＜円/ドル＞ 

  １．日米株式と円／ドルの推移 

（注）チャートは過去1年 

2018年2月13日作成 

1802139 

 週刊日本株レポート （2/13～2/16） 

＜日本株＞ ＜米国株＞ ＜円/ドル＞ 

  １．日米株式と円／ドルの推移 

  ４．日本株市場 今週の見通し 

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会 

URL：http://www.alamco.co.jp 

先週の日本株市場は、週間ベースで日経平均が▲1,891.91円（▲8.13%）、TOPIXが▲132.23ポイント（▲7.09%）と

なり、米国株市場の急落を受けて大幅下落し、日経平均は一時21,000円台まで下落しました。業種別（東証33業種）にみ

ると、全業種が下落しました。 

週明けの5日は、先々週末の米国株市場が市場予想を上回る雇用統計の発表を受け長期金利が急騰したことを背景に急落した

ため、大幅下落で始まり、日経平均は一時600円超（前日比）下落する場面がみられました。翌6日も、米国株市場の下落が

止まらず、前日のNYダウが一時1,597ドル安（前日比）まで急落したことや円高ドル安が進んだことを受けて大きく下落し

て始まり、日経平均は一時1,603.37円安（前日比）となる21,078.71円まで下落しました。7～8日にかけては、米国株市

場が反発したことや円安ドル高が進んだこと、バリュエーション面で割安感が高まったことなどを背景に反発しました。しか

し週末9日は、前日のＮＹダウが長期金利の上昇を背景に1,000ドル以上（前日比）下落したこと受けて再び大きく下落する

展開となり、日経平均は昨年10月18日以来の水準となる21,300円台で引けました。 

  ２．日本株市場 先週の振り返り ～ 米国株市場の急落を受けて、日経平均は週間ベースで▲1,891.91円の大幅下落 ～ 

  ３．今週の主な予定 

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成 

 

～ 米国株市場が徐々に落ち着く中、 

  日経平均22,000円台まで反発する展開 ～ 

日程 曜日 国・地域 項目 前回

2月12日 Mon 米国 2019年度予算教書

2月13日 Tue 日本 国内企業物価指数（前年比） 1月 3.1％

5年利付国債入札

GDP(国内総生産）速報値（年率/季調済/前期比） 10-12月期 2.5％

CPI(消費者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 1月 1.8％

小売売上高（除自動車）（前月比） 1月 0.4％

日本 機械受注（前月比） 12月 5.7％

ニューヨーク連銀製造業景気指数 2月 17.7

PPＩ(生産者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 1月 2.3％

フィラデルフィア連銀製造業景況指数 2月 22.2

鉱工業生産（前月比） 1月 0.9％

日本 流動性供給入札

住宅着工件数 1月 1192千件

ミシガン大学消費者信頼感指数 2月 95.7

2月16日 Fri
米国

日本

2月14日 Wed

米国

2月15日 Thu
米国

日本

決算発表　：　2/13　ヤマハ発動機、楽天、三菱マテ

リアル、住友不動産　2/14　日本郵政、第一生命
ホールディングス、Ｔ＆Ｄホールディングス、ソニー

ファイナンシャルホールディングス、ＭＳ＆ＡＤイン

シュアランスグループホールディングス、ＳＯＭＰＯ
ホールディングス、東京海上ホールディングス、東芝

2/16　ブリヂストン

海外

決算発表　：　2/13　メットライフ、バイドゥ　2/14　シス

コシステムズ、アプライド・マテリアルズ、クレディ・ス
イス、クレディ・アグリコル　2/15　エアバス、ネスレ

2/16　コカ・コーラ カンパニー、クラフト・ハインツ、ア

リアンツ、ルノー

決算発表予定　他

http://www.alamco.co.jp/
http://www.alamco.co.jp/

